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平
成
２７
年
「未
年
」
、
今
年
も
ま
た
元

旦
早
朝
、
上
戸
運
動
公
園
、
河
川
敷
堤

防
よ
り
東
側
に
昇
る
日
の
出
を
拝
観
、

私
の
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
少
の
雲

が
広
が
り
、
本
来
の
日
の
出
よ
り
時
間
が

か
か
っ
た
も
の
の
、
明
る
く
、
輝
か
し
い
平

成
２７
年
を
予
感
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
日

の
出
で
し
た
。 

ま
た
、
今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
よ

り
１
月
１７

日
で
２０

年
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
も
含
め
改
め
て
災
害
に

対
し
て
強
く
意
識
す
る
年
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
１
月
１１

日
に
は
市

民
の
安
心
・安
全
を
守
る
消
防
組
合
に

よ
る
消
防
出
初
式
、
１
月
１２

日
に
は
川

越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
新
た
に
成

人
と
な
ら
れ
た
方
々
を
祝
う
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は

男
性
１
，
８
８
５
名
、
女
性
１
，
７
２
８
名
、

合
計
で
３
，
６
１
３
名
で
す
。
新
成
人
の

皆
様
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
様
々
な
年
頭

行
事
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
平
成
２７

年

も
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
４

月
に
統

一
地
方
選
挙
（市
議
会
議
員
選

挙
）
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
も
気

を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
１２

月
、
川
越
市
議
会
第

六
回
定
例
市
議
会
（１２

月
議
会
）
も
１１

月
２７

日
よ
り
開
会
し
、
１２

月
１９

日
に

日
程
ど
お
り
に
議
事
を
行
い
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
開
会
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
政
選
挙
が
重
な

り
、
大
変
慌
た
だ
し
い
議
会
で
し
た
が
、

提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
け

る
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
重
要

議
案
と
し
て
は
、
（仮
称
）
川
越
市
新
斎

場
新
築
工
事
請
負
契
約
に
関
係
し
た
４

議
案
や
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
川
越
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
関
係
の
債
務
負
担
行

為
な
ど
に
よ
る
補
正
予
算
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

市
民
聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と 

式
場
増
設 

市
民
聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
関
係
の

議
案
で
は
現
場
の
式
場
増
設
な
ど
、
利

用
者
へ
直
接
効
果
が
得
ら
れ
る
件
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

毎
年
１２

月
～
３
月
期
は
川
越
市
民

聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
で
葬
儀
を
行
う

場
合
、
利
用
ま
で
の
待
ち
日
数
が
１０

日

前
後
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
状
で

は
第

一
式
場
か
ら
第
五
式
場
ま
で
と
な

り
ま
す
が
、
今
回
の
議
案
で
は
こ
の
待
ち

日
数
を
少
し
で
も
緩
和
し
、
利
便
性
の

向
上
を
目
的
と
し
て
第
六
式
場
の
追
加

増
設
が
行
わ
れ
ま
す
。 

新
た
に
増
設
し
た
第
六
式
場
の
座
席

数
は
３０
席
と
比
較
的
少
な
い
で
す
が
、

利
用
料
金
が
安
価
で
家
族
葬
な
ど
、
小

規
模
な
式
場
と
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、

他
の
式
場
と
違
い
、
仮
眠
が
で
き
無
い
と

の
こ
と
で
す
。
新
斎
場
が
建
設
さ
れ
る
ま

で
、
ま
だ
ま
だ
月
数
を
要
し
ま
す
が
、
今

回
第
六
式
場
の
増
設
に
よ
り
、
多
少
で

も
利
用
者
の
待
ち
日
数
が
減
る
事
を
期

待
い
た
し
ま
す
。 

利用料金

通・告 通夜 告別

第一 182㎡ 150 40000円 75.80% 78.10%

第二 182㎡ 150 40000円 70% 71.50%

第三 88㎡ 60 15000円 96.70% 100%

第四 88㎡ 60 15000円 95.70% 99.70%

第五 112㎡ 100 25000円 98% 99.30%

新 第六 81㎡ 30 4000円 － －

H25年稼働率

面積 席数式場
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１２
月
定
例
議
会
の
主
な
議
案 

（
１１
月
２７
日
～
１２
月
１９
日
） 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
件 

（原
案
可
決
） 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 
 

 

１３
件 

(

一
部
反
対
討
論
有
り)

（原
案
可
決
） 

条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
１６
件 

(

異
議
有
り)

（原
案
可
決
） 

請
負
契
約
に
つ
い
て 

 
 

 
 

４
件 

（原
案
可
決
） 

裁
判
上
の
和
解
に
つ
い
て 

 
 

３
件 

（原
案
可
決
） 

補
正
予
算 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
件 

(

一
部
反
対
討
論
、
退
席)

（原
案
可
決
） 

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

１
件 

(

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命)

（同
意
） 

意
見
書
第
５
号 

 
 

 
 

 
 

１
件 

（原
案
可
決
） 

決
議 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
件 

(

反
対
有
り)

（原
案
可
決
） 

推
薦
１
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
件 

(

農
業
委
員
会
委
員)

（原
案
可
決
） 

請
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
件 

（継
続
審
査
） 

詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
を
参
考
に 

※
会
派
や
ま
ぶ
き
会
は
全
て
の
議
案
に

賛
成
い
た
し
ま
し
た
。 

〈主
な
重
要
議
案
か
ら
〉 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
工
事 

（仮
）
川
越
市
新
斎
場
新
築
工
事
の
件
に

つ
い
て
は
前
回
「ひ
げ
通
信
４２

号
」
の
中

で
も
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
は
平

成
２６
年
６
月
５
日
の
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
結
果
に
よ
り
工
事
計
画
予
定
期

間
に
関
し
、
斎
場
建
設
事
業
に
か
か
る

継
続
費
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
事
は

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
斎

場
建
設
に
か
か
わ
る
４
件
の
議
案
に
つ
い

て
は
こ
の
よ
う
な
事
を
含
め
、
審
査
の
結

果
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
詳
細
を
報
告

い
た
し
ま
す
。 

議
案
第
１
４
１
号 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
工
事 

請
負
契
約
に
つ
い
て 

工
事
名
：

 

(
仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
工
事 

工
事
場
所
：

 
川
越
市
大
字
小
仙
波
７
８
６
番
１ 

延
べ
床
面
積
：７
３
１
６
．
４
２
㎡ 

構
造
：鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て 

契
約
の
方
法
：
一
般
競
争
入
札 

契
約
の
金
額
：３０
億
５
６
４
０
万
円 

契
約
の
相
手
方
：

 

大
成
建
設(

株)

関
東
支
店 

岩
堀
建
設
工
業(

株) 

梶
野
建
設(
株) 

（３
社
に
よ
る
特
定
共
同
企
業
体
） 

工
期
：平
成
２８
年
１０
月
３１

日 

議
案
第
１
４
２
号 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
電
気
設
備 

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

工
事
名
：

 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
電
気
設
備

工
事 

契
約
の
金
額
：５
億
９
１
６
５
万
６
４
０
０
円 

契
約
の
相
手
方
：

 

住
友
電
設(

株)

北
関
東
支
店 

(

株)

電
成
社 

（２
社
に
よ
る
特
定
企
業
共
同
体
） 

工
期
：平
成
２８
年
１０
月
３１

日 

議
案
第
１
４
３
号 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
空
調 

そ
の
他
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

工
事
名
：

 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
空
調
そ
の

他
設
備
工
事 

契
約
の
金
額
：７
億
４
１
９
６
万
円 

契
約
の
相
手
方
：

 

大
成
温
調(

株)

関
東
支
店 

埼
玉
設
備
工
業(

株) 

（２
社
に
よ
る
特
定
共
同
企
業
体
） 

工
期
：平
成
２８
年
１０
月
３１

日 

議
案
第
１
４
４
号 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
火
葬
炉
設

備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

工
事
名
：

 

(

仮)

川
越
市
新
斎
場
新
築
火
葬
炉
設

備
工
事 

契
約
の
金
額
：４
億
２
７
４
９
万
６
４
０
０
円 

契
約
の
相
手
方
：富
士
建
設
工
業(

株) 

工
期
：平
成
２９
年
１
月
１６

日 

※
施
設
の
概
要 

１
階
（６
２
８
４
㎡
） 

火
葬
炉
室
（火
葬

炉
１
２
炉
及
び
動
物
火
葬
炉
）
、
告
別

室
（４
室
）
、
見
送
り
ホ
ー
ル
（４
室
）
、

収
骨
室
（４
室
）
、
待
合
室
（１０
室
）
、

式
場
（２
室
）
、
霊
安
室
、
事
務
室
、
他 

２
階(

１
０
３
１
㎡) 
機
械
室 

（参
考
） 

建
設
費
：約
４
８
億
１
７
５
０
万
円 

(

土
地
は
既
に
取
得
さ
れ
て
お
り
ま
す) 

い
じ
め
問
題
に
関
す
る
議
案 

議
案
第
１
１
７
号 

い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
の
設
置

条
例
（市
長
の
付
属
機
関
） 

議
案
第
１
２
７
号 

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
の
設

置
（川
越
市
青
少
年
問
題
協
議
会
条

例
の
一
部
改
正
） 

議
案
第
１
３
９
号 

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の
制
定 

（教
育
委
員
会
の
諮
問
） 

学
童
保
育
に
つ
い
て 

議
案
第
１
３
４
号 

川
越
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

所
の
教
育
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例 

現
在
川
越
市
の
学
童
保
育
は
、
公
設

公
営
を
含
め
て
３２
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
今

回
川
越
市
が
国
の
基
準
に
合
わ
せ
た
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
民
間
の

学
童
保
育
施
設
を
行
い
易
く
し
ま
し
た
。

通
常
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
、
午
後
６

時
３０

分
ま
で
（特
別
の
場
合
で
教
育
長

が
認
め
た
も
の
は
６
年
生
ま
で
） 

※
今
回
は
基
準
に
合
え
ば
民
間
も
運
営

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

時
間
は
３
時
間
以
上
（午
後
６
時
３０

分
以
降
預
か
る
の
も
可
能
）
、
詳
細
は

条
例
の
基
準
に
よ
る
。 

※
教
育
や
福
祉
に
関
連
し
た
民
間
事
業

者
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

主
な
議
決
案
件 
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今
回
の
一
般
質
問
は

「河
越
館
跡

と
河
越
流
鏑
馬
」
に
つ
い
て
、
過
去

の
関
連
し
た
質
問
の
中
の
課
題
の
確

認
を
行
い
な
が
ら
、
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

現
在
の
川
越
市
上
戸
地
区
に

一
部

整
備
が
完
了
し
て
い
る
河
越
館
跡
史

跡
公
園
と
は
、
史
跡
と
し
て
国
に
指

定
さ
れ
た
大
変
貴
重
な
史
跡
で
す
。

こ
こ
で
少
し
河
越
氏
と
河
越
館
跡
を

説
明
し
ま
す
と
、
河
越
氏
は
桓
武
平

氏
秩
父
氏
の
流
れ
を
汲
む
武
蔵
国
で

も
最
も
勢
力
を
誇
っ
た
武
士
で
、
秩

父
氏
の
庶
子
が
平
安
時
代
の
終
わ
り

頃
に
現
在
の
上
戸
に
館
を
か
ま
え
、

河
越
氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。
１
１
８

０
年
に
源
頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
す
る

と
河
越
氏
は
初
め
は
敵
対
し
て
い
ま

し
た
が
、
後
に
御
家
人
と
な
っ
て
平

氏
の
討
伐
軍
に
参
戦
し
ま
す
。
こ
の

頃
河
越
氏
の
勢
力
は
、
河
越
重
頼
の

娘
が
源
頼
朝
の
弟
、
源
義
経
の
正
妻

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
し
量
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
河

越
重
頼
の
娘
も
輿
入
れ
（こ
し
い
れ
）

の
日
、
お
供
の
者
た
ち
と
河
越
館
か

ら
都
の
義
経
の
も
と

へ
向
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
義
経
と
頼
朝
の
仲
違
い
か

ら
河
越
重
頼
ら
は
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ

一
時
衰
え
ま
す
が
、
鎌
倉
時
代
中
ご

ろ
か
ら
は
、
か
つ
て
の
勢
力
を
取
り
戻
し
鎌

倉
時
代
後
半
に
な
る
と
館
の
中
に
時
宗
常
楽

寺

（現
在
も
上
戸
に
現
存
）
が
開
山
さ
れ
、

河
越
氏
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。
長

く
続
く
の
で
説
明
は
以
上
と
し
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
達
の
住
む
川
越
の
発

祥
の
地
で
あ
る
、
か
つ
由
来
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
私
は
平
成
１７
年

６
月
、
平
成
２２
年
６
月
、
平
成
２６
年
６
月

平
成
２６
年
１２

月
と
東
武
東
上
線
霞
ヶ
関
駅

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
河
越
館
の
歴

史
的
文
化
の
活
用
や
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
か

ら
と
ら
え
た
河
越
館
跡
な
ど
を
中
心
に
継
続

的
に
川
越
市

へ
提
案
や
課
題
の
整
理
に
つ
い

て
指
摘
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
は
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル
の
中
に

一
部
い
れ
ま
し
た
が
、
河
越
流
鏑
馬
が
あ
り

ま
す
。
河
越
館
跡
史
跡
公
園
の
第

一
期
整
備

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

場
所
は
遠
い
昔
、
河
越
氏
の
館
が
存
在
し
た

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
単
な

る
原
っ
ぱ

（史
跡
）
の
中
の
一
部
に
堀
跡
や

塚
状
の
遺
構
又
は
、
井
戸
跡
な
ど
が
整
備
さ

れ
第

一
期
の
公
園
の
中
に
立
体
的
に
館
等
を

復
元
し
、
視
覚
で
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
よ
う
な
国

指
定
の
貴
重
な
川
越
市
の
財
産
で
あ
る
こ
の

河
越
館
跡
の
存
在
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
や

市
内
外
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
為
の
一
つ

の
策
と
し
て
、
流
鏑
馬
を
議
会
で
提
案
い
た

し
ま
し
た
。
当
時
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の

答
弁
か
ら
も
積
極
的
な
姿
勢
を
引
き
出
す
事

が
で
き
、
そ
の
翌
年
か
ら
倭
式
騎
馬
會
様
の

ご
協
力
に
よ
り
河
越
流
鏑
馬
が
実
現
し
現
在

で
は
昨
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
当
初
は
２
０
０
０
人
足
ら
ず
で
し
た

が
、
今
で
は
４
０
０
０
人
近
い
方
が
見
学
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

元
の
方
々
も
実
行
委
員
会
形
式
で
こ
の
事
業

に
た
ず
さ
わ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
雰
囲
気
も
生
ま
れ
る
よ
う
な
感
じ
さ

え
す
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
も
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
な
る
事
を
願
い
提
案
を
行
っ

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
力

を
入
れ
て
霞
ヶ
関
駅
の
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
含
め
、
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
こ
の
ま
ち

を
今
以
上
に
賑
わ
い
の
あ
る
活
気
づ
い
た
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
一

役
と
し
て
今
後
も
更
に
整
備
が
続
く
と
思
わ

れ
る
河
越
館
跡
史
跡
公
園
と
河
越
流
鏑
馬
の

関
係
も
含
め
、
何
点
か
市
に
質
問
と
観
光
面

に
対
し
て
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

質
問
骨
子 

<

河
越
館
跡
と
河
越
流
鏑
馬
に
つ
い
て> 

（
一
回
目
） 

Ｑ
１
．
国
指
定
史
跡
河
越
館
跡
の
概
要 

Ｑ
２
．
現
在
行
わ
れ
て
い
る
河
越
流
鏑
馬
開

催
の
経
緯
、
目
的
、
意
義
に
つ
い
て 

Ｑ
３
．
河
越
流
鏑
馬
の
今
ま
で
の
開
催
状
況

と
運
営
組
織
に
つ
い
て 

Ｑ
４
．
県
内
他
市
町
で
の
流
鏑
馬
の
開
催
状

況
と
本
市
で
の
河
越
流
鏑
馬
開
催
が
及
ぼ
し

た
影
響
に
つ
い
て 

Ｑ
５
．
河
越
流
鏑
馬
を
開
催
し
て
き
た
こ
と

で
、
河
越
館
跡
に
も
た
ら
し
た
効
果
と
課
題
、

ま
た
改
善
点
。
各
所
管
に
も
同
様
に
学
校
教

育
に
つ
い
て
、
更
に
産
業
観
光
部
に
つ
い
て

も
同
様
に
お
伺
い
し
た
い
。 

Ｑ
６
．
観
光
の
側
面
か
ら
河
越
流
鏑
馬
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。 

Ｑ
７
．
史
跡
河
越
館
跡
の
整
備
状
況
と
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て 

（
二
回
目
） 

Ｑ
８
．

一
回
目
の
答
弁
の
中
で
課
題
と
し
て

河
越
館
資
料
館

（ガ
イ
ダ
ン
ス
）
施
設
が
設

け
ら
れ
て
い
な
い
と
の
事
。
改
め
て
確
認
す

る
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

Ｑ
９
．河
越
流
鏑
馬
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、

今
後
の
整
備
計
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。 

Ｑ
１０

．
産
業
観
光
部
に
伺
う
が
１
回
目
の
答

弁
で
観
光
の
側
面
と
し
て
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト

の
必
要
性
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、
河
越
館
跡

の
認
知
を
更
に
高
め
る
為
に
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
イ
ベ
ン
ト
が
考
え
ら
れ
る
か
。 

Ｑ
１１

．
学
校
教
育
の
場
で
今
後
河
越
館
跡
に

つ
い
て
更
に
取
り
組
む
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

な
事
が
考
え
ら
れ
る
か 

（三
回
目
） 

Ｑ
１２

．
改
め
て
史
跡
河
越
館
に
お
け
る
河
越

私
の
議
会
質
問 

行政の情報は市民の共有財産である 
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流
鏑
馬
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
教
育
長
に
伺
う
。 

今
回
の
私
の
各
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
総

括
し
て
み
る
と
、
教
育
委
員
会
や
産
業
観
光

部
又
は
学
校
教
育
に
対
し
て
も
歴
史
的
価
値

の
認
識
は
強
く
、
又
、
更
に
河
越
流
鏑
馬
と

い
う
歴
史
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
文
化
庁
か

ら
は
、
国
指
定
史
跡
で
の
活
用
事
業
と
し
て

流
鏑
馬
の
評
価
も
か
な
り
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
と
の
事
で
あ
り
、
見
学
者
数
も
毎
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
為
に
は
資
料
館

（ガ

イ
ダ
ン
ス
）
施
設
の
建
設
の
必
要
も
強
く
感

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
観
光
面
に
お
い

て
も
当
該
地
は
本
庁
区
域
か
ら
も
近
く
、
観

光
客
の
回
遊
性
に
大
き
な
役
割
を
持
た
せ
る

事
が
出
来
、
以
前
、
新
し
い
歴
史
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
河
越
重
頼
の
歴
史
物
語
を
琵
琶
で
語

る
催
し
が
本
丸
御
殿
で
開
催
さ
れ
た
が
、
今

後
こ
の
よ
う
な
催
し
物
を
地
元
で
行
う
事
の

必
要
も
考
え
た
い
と
の
事
。
更
に
学
校
教
育

に
つ
い
て
は
、
今
以
上
に
現
地
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
等
も
含
め
、
こ
の
河
越
館
跡
を
地

域
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
教
育
実
践
を
広

め
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
の
事
。

又
、
教
育
長
か
ら
は
、
今
後
と
も
河
越
流
鏑

馬
の
更
な
る
継
続
に
努
め
る
事
に
よ
り
河
越

館
を
広
く
人
々
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
地

元
に
誇
る
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
地
域
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
い
き
た
い
と

の
力
強
い
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
、
私
の
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
論
と

一
致
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
全
力
で
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
み
、
河
越
流
鏑
馬
も

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

                               

                               

              

お
の
ざ
わ
康
弘 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
二
十
九
年
三
月
十
三
日
生 

 

現
職 

三
期 

川
越
市
議
会
議
員 

会
派

「や
ま
ぶ
き
会
」 

 
 

 

幹
事
長 

文
化
教
育
常
任
委
員
会 

 
 

 

委
員
長 

議
会
運
営
委
員
会 

 
 

 
 

 

委
員 

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会 

 
 

議
員 

第
78
代
川
越
市
議
会
議
長 

 
 

歴
任 

最
終
学
歴 

東
洋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程
修
了

（修
士
）

役
職 

 

東
洋
大
学
校
友
会 

埼
玉
県
西
部
支
部 

監
事 

 

県
立
川
越
工
業
高
等
学
校
同
窓
会 

 
 

理
事 

 

川
越
市
立
川
越
第

一
中
学
校
同
窓
会 

 

理
事 

 

児
童
養
護
施
設
㈳
埼
玉
育
児
院
後
援
会 

理
事 

 

上
戸
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
連
絡
協
議
会
顧
問 

 

喜
多
院
で
第
九
を
歌
う
会 

 
 

 

事
務
局
長 

 

川
越
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
連
盟 

 
 

 

顧
問 

川
越
ポ
ラ
リ
ス
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ

㈳
川
越
青
年
会
議
所
副
理
事
長 

 
 

 

歴
任 

川
越
市
立
上
戸
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

歴
任 

川
越
市
立
鯨
井
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

歴
任 

 

市
議
会
活
動
報
告
会 

平
成
２６
年
１２

月
２３

日
に
市
議
会
報
告
会

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
話
題
で
は
霞
ヶ
関
地

区
（笠
幡
）で
今
後
想
定
さ
れ
て
い
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
件
、
名
細
地
区
に
関
す
る

課
題
な
ど
地
域
住
民
の
方
々
と

一
緒
に
考
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

12/23 市議会報告会 
活発な討論も行われました。 

地
域
の
活
動 

川
越
市
笠
幡
芳
地
戸
地
区 

長
年
待
た
れ
て
い
た
市
道
０
０
７
８
号
線
が

道
路
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
路
の
要
望

は
古
く
、
５０

年
前
か
ら
の
要
望
だ
そ
う
で

す
。
私
が
こ
の
道
路
の
件
で
地
元
の
自
治
会

長
や
元
自
治
会
長
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
は

平
成
１６

年
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の

方
々
の
お
話
し
を
詳
細
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
直

近
の
要
望
（平
成
１１

年
）
か
ら
も
全
く
手
が

付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
に
状
況
を
含
め

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
早
期
に
要
望
を
達
成
で

き
る
の
か
を
地
元
の
意
見
等
を
確
認
し
な
が

ら
市
へ
地
元
要
望
と
し
て
改
め
て
芳
地
戸
自

治
会
（当
時
、
橋
本
自
治
会
長
）と
し
て
要
望

書
を
提
出
。
そ
の
後
、
市
と
の
交
渉
を
何
度

と
な
く
行
い
、
何
と
か
整
備
計
画
へ
の
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
更
に
平
成
１９
年
以
降
は

新
た
に
議
員
に
な
ら
れ
た
桐
野
忠
議
員
（公

明
党
）
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
要
望
達
成
に
向

け
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
整
理
す
る

課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設
部
も
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
頂
き

一
応
の
整
備
は
完
了
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

川
越
小
江
戸
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
！ 

平
成
２２
年
小
江
戸
川
越
マ
ラ
ソ
ン
第

一
回

が
開
催
さ
れ
て
か
ら
昨
年
で
５
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
ハ
ー
フ
の
コ
ー
ス
が
日

本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
と
し
て
決
定
し
運
営
さ

れ
ま
し
た
。
従
来
の
小
江
戸
川
越
マ
ラ
ソ
ン
か

ら
川
越
小
江
戸
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
名
称

変
更
が
行
わ
れ
、
１
０
０
０
０
人
の
参
加
に
よ

り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
に
今
回
も
ハ
ー

フ
種
目
な
ど
で
は
１
週
間
で
申
し
込
み
が
締

め
切
ら
れ
る
ほ
ど
毎
年
人
気
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
天
気
も
晴
天
に
恵
ま
れ
す
ば
ら

し
い
大
会
と
な
り
、
又
、
毎
年
の
事
、
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
も

一
昨
年
と
同
様
、
民
間
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
川
内
優
輝
選
手
（埼
玉
県
庁
）
と

猫
ひ
ろ
し
選
手
、
招
待
選
手
と
し
て
東
洋
大

学
、
東
京
国
際
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
城

西
大
学
の
学
生
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
私
も
平
成
２２
年
か
ら

１０
Ｋ
ｍ
に
つ
い
て
は
連
続
出
場(

平
成
２４
年
は

議
長
職
で
大
会
副
会
長
の
為
１０

Ｋ
ｍ
の
ス
タ

ー
タ
ー
を
行
っ
た
為
、
Ｆ
ｕ
ｎ
Ｒ
ｕ
ｎ
へ参
加)

し
て

お
り
、
平
成
２６

年
大
会
も
前
年
と
同
様
に

５０
分
台
で
完
走
い
た
し
ま
し
た
。 

        

今
年
の
第
９１
回
箱
根
駅
伝 

☺

お
め
で
と
う
青
山
学
院
大
学
！
往
路
復

路
総
合
優
勝
２
日
間
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け
。
圧

倒
的
に
強
か
っ
た
。
今
後
の
躍
進
を
期
待
！ 

�

一
歩
及
ば
ず
！
東
洋
大
学 

東
洋
大
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「そ
の
一
秒
を

け
ず
り
出
せ
」
が
通
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
３

位
に
と
ど
ま
る
程
選
手
の
皆
さ
ん
は
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
酒
井
監
督
来
年
は
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！ 

1/14 地元代表の方々と（市道００７８号線）
地元の元・現自治会長さんからも、５０年前
からの要望という事もあり、今回整備が出来
てたいへん嬉しいとお話しがありました。 

一番街、走破中！ 

一着！ 


